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 こども医療費助成制度の改正に伴い、令和６年１０月から埼玉県内のすべての市町村において、対象

が高校生（１８歳到達後の最初の３月末）まで拡大されました。そのため、埼玉県に住所がある高校生は、

こども医療費助成制度により保険適用の医療費の自己負担がなくなりますが、「学校管理下の災害」につ

きましては、原則日本スポーツ振興センター災害共済給付制度（以下、「スポ振」という。）の対象になり

ますので、加入者は下記のとおりの取扱いをお願いいたします。なお、こども医療費助成制度とスポ振は

重複して給付を受けることはできません。 

 

原則、学校管理下の災害には、スポ振を利用してください。            

 利用する際には、医療機関の窓口で「学校管理下の災害」であると申告し、窓口で医療費の自己負担額

を支払ってください。学校経由で申請書類を提出し、後日スポ振からの給付金（医療費の４割を給付※）

を受け取っていただくことになります。 

 ただし、スポ振の対象と認定されない場合もあります。その場合は、各市町村のこども医療費助成制度

の担当課へ申請することにより、窓口負担分（保険診療分）の返還を受け取ることができますので、領収

書は必ず保管してください。 

 学校管理下の災害である旨を申告せずに、こども医療費助成制度を利用した場合でも、各診療科月か

ら２年以内であれば、スポ振の申請が可能です。申請を希望される場合はご相談ください。 

 

  スポ振 こども医療費助成制度 

 

医

療

費 

 

期間 初診から最長１０年 
お持ちの受給資格証の

有効期限まで 

金

額 

通院 医療費の４割分（医療費の３割分＋上乗せ１割） 医療費の３割分 

入院 医療費の４割分（医療費の３割分＋上乗せ１割） 医療費の３割分 

入院時食事療養費 全額 なし 

そ

の

他 

死亡および障害見舞金 あり なし 

◎高額療養費として健康保険等により変換される場合は自己負担限度額分＋総医療費の１割 


